
　
　
　
　

長
野
繪
畫
展
覽
會

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

T

、

0

、

生

　

一
府

十
縣

聯
合
共
進

會

協
賛
會
東

京
支
部
主
催

の
繪
畫

展
覽

會

を
見
た

、

會

場
は
共
進
會
内
、

西
北
隅

で
、
純
然
た

る
日
本
建
築

で

あ

る
、
階

下
及

別
館
は
日
本
畫

で

、
階

上
は
洋
畫

が
陳

列

せ
ら

れ
て

ゐ
る
、
出

品
の
數

は

水

彩
油
繪

合

せ
て
百
餘
點

、
多
く
は
太

平
洋
畫

會
及

日
本
水

彩
畫

會
の
人

々
の
手

に
な
つ

た

も
の
で

、
水
彩
畫

が
多
數

を
占

め
て

ゐ
る
、
そ
し

て
其

作

品
は

一
度
東
京

の
博
覽

會

や
展
覽

會

に
出

た
も

の
も
あ
る
が
、
協
賛
會

の
委

員
た

る
丸

山
君
が
、
運

搬

の
費

用

を
惜
ま
ず
蒐

集

さ
れ

た

ゞ
け

あ

つ

て
、
極

め
て
大
幅

の
も

の
が
澤

山
あ

る
。
　

光
線

の
工
合

あ
し
き
日
本
室

と

し
て
は

、
明
り

が
比
較
的

よ
く
入

つ
て
暗

い
と

い
ふ
場
處

が
な

い
、
陳

列
區

劃

に

一
方
な

ら
ぬ
苦

心
を
拂

は
れ

た

と

聞

い
た
が
、
こ
れ
で
は
出

品
者
側

に
少

し

の
苦
情

も
あ

る
ま

い
。

こ
の
繪
畫

展
覽

會

は
、
洋
畫

の
趣
味
を
普
及

さ

せ
る
に
好
機
會
で

あ

る
か

ら

と

い
ふ

の
で
、
丸
山

君
が
、
畫

家
と
し
て
最

も
心
を
致

さ
ね

ば
な
ら
ぬ

文
部

省
美
術
展
覽

會

の
出

品
畫

さ

へ
犠
牲

に
し
て
盡

力

さ
れ
た
結

果
で
あ

る
、

そ
し

て
其

効
は
充
分
實

現

せ
ら
れ

て
、
た

ゞ
に
洋
畫

部

の
整
頓

せ
ら

れ

て

ゐ
る

の
み
で
な
く

、
何
と
な
く
會

場
に
光
彩
が
溢

れ
て

ゐ
る
。
日
本

畫
を

見

、
階
を

上
り

て
洋
畫

を
見

る
と
、

頓

に
光

景

が

一
墜
變
し
て
、
思

は

ず

も
嚴
粛

な
體

度

で
繪

に
對

す
る

や
う

に
な

る
、
そ

れ
は
出
品
畫

が
何

れ

も
眞
面

目
で
あ

る
か
ら
で

あ
る

、

一
巡

し
て
階
を
下
り

、
再
び
日

本
畫

第

　
二
の
會
揚

に
入

る
と
、
恰

も
花

野
の
中

か
ら
沙
漠

に
投
げ

出
さ
れ
た

や
う

に
感
ず

る
、

こ
れ
は

私

一
人

の
所
感
で

は
な

い
、
看
覽

人

一
同

が
皆
口

々

に

か
く
語
り
合

ふ
の
で
あ

る
。

あ

る
日
本
畫

好

の
老

人
が
、

こ
の
展
覽

會

を
見

て
我

々
に

い
ふ
の
に
は
、

私
は
始

め
て
西
洋
畫

の
立
派
な

の
を
見
た
が

、
日

本
畫

で
あ

れ
だ

け

の
こ

と
を
畫

く

と
、
た

ゞ
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
す

る
ば

か
り

で

あ
る
が
、
西
洋
畫

は
深

い
、
遠

い
も

の
近

い
も
の

ゝ
區

別
が
見

え
て
、
眞

の
繪

で

あ
る
、

今

の
日

本
畫

は

、
ほ

ん

の
慰

み
だ
が
、

西
洋
畫

は
實

物
だ

と
非
常

に
感

心
し
て
ゐ

た
。

か
く
思

ふ
の
は

此
老

人

一
人
で

は

あ
る
ま

い
、
苟

く

も
繪

を
好
む
人

は
何

れ
も
同
感

で

あ
ら
う

、
日

々
參
観

せ
ら

る

ゝ
六

七
百

の
人

々
も
異
議

の
な

い
こ
と
で

あ
ら

う
、
私
は

汽
東
九
時
間
餘

の
東

京
を
離

れ
た
長
野

の

地

に
、

こ

の
盛

大
な
る
洋
畫

の
展
覽

會

を
見

、
到

る
處

賞
讃

の
聲

を
き

い

て

、
協
賛
會

、

否
丸

山
君

の
成

功
を

心
よ
り
祝

し
、
斯

道

の
前
途

益

々
好

望

な

る
を

切

に
喜
こ

ん
だ

の
で
あ

る
。

　
日
本
水
彩
畫
會
研
究
所
秋
季
寫

生
會
は
、
十

一
月

二
十
二
、

三
、
四
日
武
相
地
方

に
て
催
さ
る
べ
く
、
會
費

は
汽
車
賃
凡

そ
壹
圓
、

一
泊
の
宿
料
五
十
錢

程
の
豫
定
、
會
友
に
て
參
會

希
望

の
方

は
、
研
究
所

へ
宛
て
返
信
料
を
添

ヘ
て
本
月

十
二

日
迄
に
照
會

さ
れ
た
し
。


